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研究内容及び成果の概要 

本プロジェクトは，附属特別支援学校と附属札幌小学校ふじのめ学級の実践研究を通して，特別支援教育

における新学習指導要領に対応した魅力ある授業づくりの在り方を検討した。そして，児童・生徒の現実度

の高い授業づくりに取り組むために，児童・生徒の生活の場（家庭生活，地域生活，職業生活）に根差した授業を

単元を通して構成し，学ぶ必然性のある授業実践を特別支援学校と特別支援学級で積み重ねた。 

そして，本プロジェクトの成果については，第13回北海道特別支援教育学会函館大会では，ふじのめ学級

との自主シンポジウムを開催し，特別支援学校と特別支援学級の視点から本研究の成果を発表した。(図1)また，

第56回日本特殊教育学会においても実践発表を行い，全国の教員や研究者など，多くの方々との質疑・応答

を交えながら本プロジェクトの成果を発表することができた。 

また，12月の本校の公開研究協議会では，全国各地から 

200名以上の参加があり，本プロジェクトの成果を発信する 

ことができた。こうした状況から，今後はさらに全国の教 

員のニーズに応えられるように，特別支援教育における 

「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れた授業開発 

に今後も尽力していきたい。また，本プロジェクト 

を通して，附属特別支援学校として第3期中期計画2(1)15 

の特別支援教育分野における「研究水準及び研究の成果等 

に関する目標を達成するための措置」についての具現化を 

図ることができたと考える。                図1 魅力ある現実度の高い授業の構造 

成果の公表の状況 
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